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挨  拶：木村伸吾（一般社団法人水産海洋学会長）              13：20～13：25 

 

趣旨説明：宍道弘敏（鹿児島県大島支庁）  13：25～13：30 

 

話題提供 

座長：奥山隼一（水産機構技術研） 

（１）スジアラの基礎生態と資源管理  宍道弘敏（鹿児島県大島支庁） 

13：30～13：50 

（２）鹿児島県海域におけるスジアラの漁獲動向 中武凌一（鹿児島水技セ） 

13：50～14：10 

（３）沖縄県海域におけるスジアラの漁獲動向 松崎遣大（沖縄水海技セ） 

14：10～14：30 

（４）生息域を北方拡大するスジアラ  中川雅弘（水産機構技術研） 

14：30～14：50 

 

                              （休 憩）                                   14：50～15：05 

 

座長：宍道弘敏（鹿児島県大島支庁） 

（５）スジアラの資源特性の地域間差  奥山隼一（水産機構技術研） 

15：05～15：25 

（６）スジアラの遺伝的集団構造  宇治 督（水産機構技術研） 

15：25～15：45 

（７）粒子追跡モデルを用いた東シナ海産スジアラ卵仔魚の起源推定 吉井聡一郎（鹿大院理工） 

15：45～16：05 

 

総合討論 座長：奥山隼一（水産機構技術研），宍道弘敏（鹿児島大島支庁） 

16：05～16：45 

 

開催趣旨 

ハタ科スジアラ属のスジアラは，亜熱帯域である南西諸島海域の沿岸漁業にとって最も重要な水

産資源の一つであり，種苗放流や一部の地域では漁業者による自主的な資源管理が実践されてきた．

一方，直近では山口県の日本海側でも漁獲がみられるなど生息域が北方へ拡大していること，漁業

法改正に伴って2020年度から本種が新たに資源評価対象種に加わったことなどを背景に，近年，南

西日本の広い範囲を研究フィールドとして様々な知見が蓄積されつつある．そこで本研究集会では，

スジアラの資源生態や資源動向等に関する最新の科学的知見を水産業関係者，行政・研究関係者間

で共有するとともに，漁業関係者との意見交換を通じて，可能な限り本種資源の今後の動向に関す

る近未来予測を行い，水産業界の対応や行政施策，調査研究のあるべき姿を展望する． 

mailto:shishidou-hirotoshi@pref.kagoshima.lg.jp


スジアラの基礎生態と資源管理 
 

○宍道弘敏* 
*鹿児島県大島支庁 

キーワード：スジアラ・基礎生態・漁獲量変動・資源管理 
 

1．はじめに 
 スジアラは南西諸島海域の沿岸漁業にとって最も重要

な水産資源の一つであり，各地で人工種苗放流や漁業者

による自主的な資源管理に取り組まれてきた．漁獲量が

減少傾向にある地域では資源の減少が懸念される一方で，

近年は山口県の日本海側などでも生息が確認されるよう

になるなど，生息域の北方拡大が指摘されている．ここ

では，スジアラの基礎生態に関する国内外の知見を紹介

するとともに，鹿児島県奄美海域における漁業実態と，

近年認識されるようになった気候変動と漁獲量の関係を

踏まえ，今後の資源管理のあるべき姿について述べる． 
 
2. スジアラの生態に関する知見 
①分布・生息水深 

 南北は南日本からオーストラリアの南クイーンズラ

ンドまで，東西はインドネシアのカリマンタン島西部

からフィジーまでの水深3－100mに分布する． 

②初期生態・加入機構 

 卵仔魚は浮遊性で，浮遊期間は約1ヶ月である．稚

魚は，サンゴ礁内側の浅海域の底層，特にガレ場に生

息する．稚魚期の主な餌料は底生性の甲殻類で，成長

に伴って魚食性にシフトする． 

奄美海域産スジアラの発生源を推定した近年の研究

では，奄美群島，琉球列島，八重山諸島，台湾以西の

いずれも発生源となり得るが，奄美群島が発生源とな

る割合が最も高かったことが報告されている． 

③成熟・産卵 

 本種は雌性先熟の雌雄同体で，まず雌として成熟し，

雌の一部が7歳頃雄に性転換する．奄美海域では尾叉

長(FL)65cm程度で雌雄の比率が1:1となる．産卵期は

5～8月で，産卵集群を形成する．産卵は新月の前後数

日間の日没後数 10 分間のうちに集中的に行われる．

FL38cm程度から生殖腺の発達が認められ，50％成熟サ

イズはFL43cm程度である． 

④年齢・成長 

  4歳程度で成熟サイズであるFL40cm程度（体重1kg

程度）に達する．10 歳程度で FL60－70cm になると成

長が頭打ちとなり，最高齢として沖縄では19歳，奄美

では23歳が確認されている． 

 

3．奄美海域におけるスジアラの漁獲実態 
 奄美海域では主にほこ突き漁業（潜水器，素潜り）と

一本釣り漁業によって漁獲される．漁獲水深の中央値は

前者が 15m，後者が 45m であり，ほこ突き漁業者は比較

的浅い海域で，魚体を目視で確認しながら水中銃で漁獲

する．また，浅所ほど小型の未成熟個体が含まれる割合

が高く，雌雄別にみると，大型個体が多い雄の漁獲水深

（中央値40m）は雌（同18m）より深い．奄美群島におけ

る主要産地市場である名瀬漁協市場に水揚げされる漁獲

物には，1kg未満の未成熟サイズが1割程度含まれる． 

 

4．奄美海域産スジアラの資源診断結果 

 コホート解析による資源量推定の結果，奄美海域産ス

ジアラの資源量は2010年から2017年にかけて微増傾向

を示した．YPR・SPR解析による資源診断の結果，漁獲開

始年齢を引き上げ，漁獲圧を高めることによりYPR が増

加する可能性が示されたが，その増加量はわずかである

ことから，現状を上回る漁獲圧を掛けるべきではないと

判断された． 

 

5．スジアラの漁獲量変動と海面水温の関係  
 東シナ海南部の海面水温の平年偏差と奄美海域におけ

るスジアラの漁獲量の関係を調べた近年の研究では，海

面水温の平年偏差は5年後のスジアラの漁獲量をよく説

明することが分かり，両者の間には統計的に有意な負の

関係が認められている．すなわち，海面水温が平年より

高い（低い）年の5年後にはスジアラの漁獲量が少なく

（多く）なる． 

 

6．奄美海域における資源管理方策の提言 

 以上を踏まえ，奄美海域におけるスジアラの合理的な

資源管理方策を提言する． 



鹿児島県海域におけるスジアラの漁獲動向 
 

○中武凌一* 
*鹿児島水技セ 

キーワード：スジアラ・鹿児島県海域・漁獲動向 
 

1．はじめに 
 スジアラは，オーストラリアから日本にかけての西部

太平洋，中央太平洋熱帯島嶼域に分布し，日本では南西

諸島から日本海側は山口県・長崎県対馬，太平洋側は相

模湾まで分布している．鹿児島県海域（以下，本県海域）

では，離島を中心に漁獲されており，奄美地区では種苗

放流が行われる重要な沿岸資源の 1 つである．本報告で

は，本県海域における水揚量を収集し，漁獲動向を把握

したので報告する． 
 
2．材料及び方法 
 当センターが収集している漁獲統計を使用し，データ

が揃っている2006年以降の漁獲動向を把握した．ただし

2009 年から 2011 年にかけて熊毛地区の一部漁協の水揚

量が集計できていない． 
 
3．結果 

(1)鹿児島県全体の動向 本県海域における 2006 年以降

の地域別水揚量の推移を図 1 に示す．本県海域では，2014
年以前は 15.5 トン以下で推移したが，2015 年から 2021
年にかけて 16 トンから 19 トンの間で推移し，2022 年の

漁獲量は 14.4 トンとなった．地域別の内訳を見ると，奄

美地区，熊毛地区及び甑島地区の 3 地区における漁獲量

が本県海域漁獲量の大半を占めた． 
 

 
図 1. 鹿児島県海域における地域別水揚量 

 
(2)奄美地区の動向 奄美地区では，主に一本釣り漁業や

ほこ突き漁業で漁獲している．2020年までの漁獲量は5.5
トンから 7.4 トンの間で推移したが，2018 年以降減少傾

向にある．2021 年に 5.5 トンを下回ると 2022 年は 3.8 ト

ンとなった．CPUE（1 日 1 隻あたりの漁獲量）は，2014
年以前は 5 kg/隻・日から 6 kg/隻・日程度で推移したが，

2015 年の 4.9 kg/隻・日以降は減少傾向にある．2019 年以

降は，4.5 kg/隻・日前後で推移している．奄美地区の漁

獲量は横ばいから減少傾向に変化し，CPUE は減少傾向

にあることがわかった． 
(3)熊毛地区の動向 熊毛地区では，一本釣り漁業と延縄

漁業による漁獲が主体となっているが，近年は一本釣り

漁業による漁獲がほとんどである．2006年の漁獲量は3.2
トンであったが，2015 年には 6 トン，2019 年には 7.8 ト

ンを記録した．2020 年以降は減少傾向にあり，2022 年の

漁獲量は 5.6 トンであった．CPUE は，データが揃って

いる 2007 年以降のデータを用いて算出した．2007 年は

6.4kg/隻・日であったがその後は増加傾向にあり，2017
年には 9.7kg/隻・日を記録した．2017 年以降は 8.5kg/隻・

日以上で推移しており，2022 年は 9.4kg/隻・日であった．

熊毛地区では漁獲量，CPUE 共に増加傾向にあることが

わかった． 
(4)甑島地区の動向 甑島地区では，主に一本釣り漁業と

定置網漁業によって漁獲されており，2006 年の漁獲量は

1.6 トンであった．2009 年の 1.9 トン以降は，2011 年を

除いて 2－3 トン程度で推移したが，2021 年には過去最

高の 4.5 トンを記録し，2022 年の漁獲量は 2.9 トンであ

った．CPUE は，2011 年までは減少傾向にあったが，2011
年に 5.4kg/隻・日を記録すると，2018 年までは 7kg/隻・

日前後で推移した．2019 年以降は 8kg/隻・日以上で推移

しており，2021 年は 10kg/隻・日であったが，2022 年は

8.1kg/隻・日となった．甑島地区では漁獲量は増加傾向に

あり，CPUE は減少傾向から増加傾向に変化したことが

わかった． 
 
4．考察 

  本県海域の漁獲量は増加傾向にあるが，直近３年間で

水揚量の減少が確認された．この時期は，新型コロナウ

イルス感染拡大の影響があったことから，需要の減少，

魚価の低迷により操業回数が減少した可能性がある．ま

た，南西諸島を中心に軽石の被害が発生した時期とも重

なるため，今後関連性を調査する必要がある． 



沖縄県海域におけるスジアラの漁獲動向 
                

○松崎遣大*・北 朋紘*・太田 格*・秋田雄一**・上原匡人***・安里聖貴*・海老沢明彦* 

*沖縄水海技セ **沖縄県農林水産部水産課 ***恩納村漁業協同組合  

キーワード：沖縄県・スジアラ・漁獲体長組成・漁獲サイズ制限 
 
 

1．背景・目的 
沖縄県で漁獲されているスジアラ属魚類は，スジアラ 

(Plectropomus leopardus) ，コクハンアラ (P. laevis) およびオ

オアオノメアラ (P. areolatus) の３種であり，なかでもスジ

アラは，スジアラ属の漁獲量のうち沖縄本島周辺海域で

90 %以上，八重山海域で80 %以上を占める最重要魚種と

なっている (太田他 2017b，秋田他 2016) ． 
沖縄県におけるスジアラの漁獲量は，2000年頃から減

少傾向が続いており，持続的な漁業に向けた資源評価や

漁業管理の必要性が高まっている． 
資源評価および漁業管理には，漁獲量，１隻の１回あ

たり平均漁獲量 (CPUE)，漁獲サイズ組成といった情報

が重要であり，沖縄県では漁獲統計情報や市場での漁獲

物調査による漁獲動向調査が行われてきた． 
本研究集会では，沖縄県が収集している漁獲統計情報

および各市場で実施している漁獲物調査結果から，沖縄

県内におけるスジアラ属の漁獲動向を紹介する． 
2．材料と方法 
沖縄県水産海洋技術センター漁獲統計データベースか

ら 1989 年から 2022 年におけるスジアラ属の年間漁獲量

および水揚げ回数を抽出した． 
また，出荷者情報および太田ほか (2017a) に従って漁

獲海域を分類し，海域ごとの漁獲量および水揚げ回数を

集計し，CPUEを算出した． 
1995－2022 年に沖縄本島にある計 10 か所の市場にお

いて，スジアラの漁獲海域および漁法を可能な限り聞き

取ったのちに尾叉長を記録した．尾叉長は，年，漁獲海

域および漁法ごとに集計して，尾叉長組成を求めた．ま

た，体長制限実施前の 1995 －2002 年における漁法ごと

の尾叉長組成を集計し，漁法ごとの漁獲サイズ特性を考

察した． 
3．結果 
沖縄県内におけるスジアラ属の漁獲量は，1990年代に

64 －119 tで推移していたが，2000年頃から減少傾向とな

っており，2010 年代は，44－54 t となった．海域別漁獲

量は，八重山が最も多く全県の 27 －59 %を占めた． 
沖縄全県のCPUEは，1990年代が 4.1 －7.6 kg，平均 5.1 

kg であったのに対し，2000 年代は 3.8 －4.9 kg，平均 4.3 
kgにまで減少した．しかし 2010年代は，3.9 －4.5 kg，平

均 5.1 kgとなっており，緩やかな増加傾向がみられた． 
サイズ制限実施前の 1995 －2002 年におけるスジアラ

の漁法別体長組成は，銛突き漁業で 40 cm 以下の比較的

小型の個体を多く漁獲しており，一本釣り，曳縄および

延縄による釣獲では 40 cm以上の個体が多くなった． 
海域別の体長組成は，漁獲サイズ制限によって小型魚

の水揚が激減した海域がある一方で，本島南東部や八重

山海域では，サイズ制限海域内における小型個体の水揚

が一定量あり，サイズ制限の履行状況に地域差がみられ

た． 
4．考察 

2015年時点における沖縄島周辺におけるスジアラ属の

資源水準は，低位，資源動向は長期傾向で減少と評価さ

れているが（太田ほか 2017a），複数の海域で CPUE が

2010年頃から緩やかに増加していることから，資源が回

復している可能性が示唆された． 
2003年以降漁獲サイズ制限を履行している本島北部海

域では，小型個体の漁獲を大幅に減らしながらも CPUE
の値を維持していたことから，漁獲サイズ制限が効果的

な管理手法として機能していることが示唆された．一方，

本島南東部や八重山海域では，漁獲制限が十分に履行さ

れていないことから，サイズ制限の有効性について漁業

者に広く周知し，理解を深めていくことも重要と考えら

れる． 
5．引用文献 
太田 格・秋田雄一・上原匡人・海老沢明彦 (2017a)平

成 27 年度沖縄県水産海洋技術センタ－事業報告書, 
35−60. 

太田 格・上原匡人・海老沢明彦 平成 27 年度沖縄県水

産海洋技術センタ－事業報告書, 61−75. 
秋田雄一・太田 格・海老沢明彦・上原匡人 (2016) Fauna 

Ryukyuana, 31, 13−27. 
 



生息域を北方拡大するスジアラ 
                

○中川雅弘*・奥山隼一* 
*水産機構技術研 

キーワード：長崎県福江島・市場調査・北方拡大・ハタ類 
 

1．背景・目的 
 福江島は，長崎県西方沖の五島列島を構成する島の一

つであり，対馬暖流の影響を強く受ける海域に位置して

いる．対馬暖流は九州西方沖に分布する黒潮系の水塊と，

東シナ海の沿岸水が混ざり合った海流であるため，餌料

となるプランクトンが豊富で多種多様な魚類等が大量に

集まることが知られている．近年，温暖化等の影響と考

えられる様々な現象の報告がなされているが，福江島周

辺海域で漁獲される漁獲物の変化を知ることは，対馬暖

流域の温暖化現象を知る上で重要な知見になると考える． 
そこで，漁業資源として価値の高いスジアラを含むハ

タ科魚類を調査対象として，福江魚市場に水揚げされた

これらの漁獲量の変化について発表する． 
 
2．材料と方法 
 市場調査は，五島列島の福江島に位置する福江魚市場

で実施した．調査期間は 2008 年 1 月から 2013 年 12 月

までの 6 年間とし，市場の全開場日（年間約 320 日）に

ついて，開場から閉場までに水揚げされたすべてのハタ

科魚類を対象に種判別し，各個体の全長（cm）及び体重

（g）を測定した．このうち，年間 100 尾以上の水揚げが

認められたハタ科魚類を集計対象とし，種別の水揚げ量

の年及び季節変化を調べた．全長及び体重のどちらか一

方のみのデータ取得の場合には，全長と体重の関係式

（Okuyama and Nakagawa 2023）に従って，他方の数値を

推定して集計した．ハタ科魚類の漁獲量については市場

統計がないため，本調査で得られた個体重の集計値を水

揚げ量として示した． 
 
3．結果 
 調査期間中の 6 年間で 19 種のハタ科魚類の水揚げが

認められた．年間 100 尾以上が水揚げされたのは，スジ

アラ，アカハタ，オオモンハタ，クエ，アオハタ，キジ

ハタ及びマハタの 7 種であった．2008 年に対する 2013
年の水揚げ量（及び水揚げ尾数）の増加率（倍）は，ス

ジアラ 3.8（3.6），アカハタ 6.0（11.6），オオモンハタ 2.6
（2.5），クエ 0.8（1.1），アオハタ 1.4（1.1），キジハタ 1.1
（1.4），マハタ 1.4（1.1）となった．これらを主要分布域

に分けると，熱帯性ハタ科魚類（スジアラ，アカハタ，

オオモンハタ）の漁獲量（及び水揚げ尾数）の増加率（倍）

では 2.6－6.0（2.5－11.6），亜熱帯性ハタ科魚類（クエ）

では 0.8（1.1），温帯性ハタ科魚類（アオハタ，キジハタ，

マハタ）では 1.1－1.4（1.1－1.8）となった．スジアラを

含む熱帯性ハタ科魚類の水揚げ量及び尾数は，6 年間で

急激に増加していたことを確認した．季節別にみると

2011 年以降，7－12 月の漁獲量が増加していることが認

められた．一方，各種の全長組成をみると，マハタにつ

いては大きな年変動を見せなかったが，その他の種では

小型サイズの個体が増加していることが確認された． 
 
4．考察 
本研究によって，長崎県西方沖に位置する福江島周辺

海域では熱帯性ハタ科魚類の水揚げが急激に増加してい

ることを市場調査によって明らかにした．スジアラを含

むハタ科魚類の仔魚期の形態的特徴については，背鰭及

び腹鰭の一部が著しく伸長することが知られている．多

くの議論はあるものの，これらの形態的特徴は海流など

を利用した仔魚の移動手段として活用していることも考

えられている．熱帯性ハタ科魚類の 3 種の全長組成を見

ると，アカハタでは大型個体は多く認められていないが，

小型サイズの個体が急激に増加している．これはハタ科

魚類の形態的特徴を利用して南方域から多くの稚魚が五

島周辺海域に加入して成長し，水揚げ量が増加したと考

えられる．一方，スジアラ及びオオモンハタについては，

大型及び小型サイズの個体が急激に増加しているので，

南方域からの稚魚の加入と，成魚の分布拡大及び繁殖の

成功によって水揚げ量が増加したことが考えられる．今

後，これらを明らかにするためには，成魚サイズの標識

放流及び着底稚魚の生態調査等を継続的に実施すること

が重要と考える． 
 

5．引用文献 
Okuyama J., Nakagawa M. (2023). Thalassas: An International 

Journal of Marine Sciences 39, 27–34. 



スジアラの資源特性の地域間差 
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1．背景・目的 
 スジアラ (Plectropomus leopardus) は豪名でCoral trout 
と呼ばれるように，元来主にサンゴ礁域に生息する魚で

ある．日本では主に南西諸島に分布し，高級魚として取

り扱われてきた．近年，分布域を北方の岩礁域へ拡大し，

対馬暖流域では長崎県対馬・山口県西方沖までその存在

が確認されている． 
令和 2 年度，新たにスジアラが我が国周辺水域の水産

資源調査・評価事業の対象種に選定されたことを受け，

その資源特性の把握や漁獲量の動向のモニタリング，系

群の設定など，資源評価に向けた調査研究が開始される

ことになった．その中で，水産研究・教育機構では現在

分布が確認されている南西諸島から長崎県対馬までの各

地域から標本サンプルを収集し，その資源特性を明らか

にする調査を進めている．本研究集会では，スジアラ地

域個体群にみられる資源特性の差異について発表する． 
 
2．材料と方法 
 スジアラの標本サンプルを，沖縄県八重山諸島（n = 
149），沖縄本島 （n = 1046, Ebisawa 2013 のデータを利

用），鹿児島県奄美大島（n = 380），長崎県五島列島（n = 
200），対馬（n = 124）から収集した．尾叉長と体重，生

殖腺重量を測定し，耳石を採取した．耳石はエポキシ樹

脂に包埋後，横断薄層切片を作成し，光学顕微鏡下で耳

石の不透明帯を計数することで年齢を査定した．査定し

た年齢と尾叉長のデータを von Bertalanffy の成長曲線に

あてはめ，最小二乗法により極限尾叉長を推定した．生

殖腺はホルマリンで固定後，組織切片を作成し，ヘマト

キシリン・エオシン染色を施した後，顕微鏡観察により

雌雄を判別し，生殖腺の発達状況を調べた．雌 （0），性

転換中（0.5），雄 （1）を数量化し，二項ロジスティック

回帰により性転換割合 50%の尾叉長・年齢を推定した．

また，雌雄それぞれで生殖腺重量指数（GSI）を算出した． 
 
3．結果 
 雌のGSI の月別変化を調べた結果，最南端の八重山諸

島の個体群では 4－6 月に増加が見られた．GSI の増加が

見られた期間は北方の個体群になるほど遅くなり，長崎

県対馬では，GSI は 6－8 月に増加した．また，生殖腺の

組織切片の観察から，すべての地域個体群において産卵

期には雌の卵巣が成熟していること，卵巣内に排卵後濾

胞が存在することを確認した． 
 von Bertalanffy の成長曲線から推定される極限尾叉長

は，八重山諸島のスジアラで 567 mm であったが，北方

の個体群になるほど大型化し，対馬個体群の極限尾又長

は 694 mm であった．雌から雄に性転換する 50%性転換

尾叉長や年齢も同様に北方の個体群になるほど大型化・

高年齢化を示し，八重山諸島では 565 mm，10.1 歳であっ

たが，対馬では 689 mm，13.4 歳であった． 
 
4．考察 
スジアラは産卵期の新月前後に産卵集群を形成し，集

団で繁殖を行うことが知られる（Samoilys 1997）．本研究

の結果，各地域個体群における生殖腺の発達に時間的な

差異が見られたこと，また各地域個体群の雌の卵巣にお

いて排卵後濾胞が観察されたことから，スジアラは各地

域個体群ごとに繁殖を行っている可能性が高い．これは，

各地域でスジアラの生活史が完結していることを意味し，

それぞれ独立した個体群であることを示唆している． 
極限尾叉長，50%性転換尾叉長・年齢は，南から北の

地域個体群になるほど，大型化もしくは高年齢化する緯

度勾配がみられた．以上のように，本研究によってスジ

アラの地域個体群では，成長・繁殖といった資源特性に

明瞭な差異，緯度勾配が見られることが明らかになった．

これらの資源特性は，資源の個体群動態を推定するモデ

ルに重要なパラメータである．本研究の結果は，スジア

ラの資源評価を適切に実施するためには，地域個体群ご

との資源特性を考慮する必要があることを示している． 
 
5．引用文献 

Ebisawa A. (2013). Fisheries science 79, 911–921. 
Samoilys M. A. (1997) Coral Reefs 16, 151−158.  
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スジアラの遺伝的集団構造 
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１．はじめに 
 次世代シーケンサーの登場をはじめとする近年の

DNA 解析技術革新により，短時間で大量の遺伝情報を詳

細に調べることができるようになった．この遺伝情報の

中には「一塩基多型（Single Nucleotide Polymorphism， 
SNP)」がある．これは人を含む生物のゲノムDNA 中で

個体ごとに違っている部分であり，この遺伝情報の違い

は様々な分野の研究に利用できる．例えば，医療分野に

おいては病気になるリスクを評価したり，人それぞれの

遺伝情報に合わせて最も効果的な治療や薬を選択したり

することに利用できる．水産分野においては育種のため

の個体の遺伝的能力であるゲノム育種価の推定や遺伝率

推定などに使用できる．また，種の同定や個体識別，親

子関係に基づく放流効果の推定，種間交雑の検出，環境

適応などの研究にも利用できる．さらには本研究の目的

である資源管理単位の設定にも利用できる． 
 持続可能な漁業を維持するためには，適切な資源管理

体制が必要である．資源管理単位は主に行政単位に基づ

いており，本来の管理単位であるべき系群（独立性が認

められる複数の個体群）の情報とは必ずしも密接な関係

にない．沖縄三大高級魚の一つであるスジアラ

Plectropomus leopardus は，漁業法改正に伴って 2020 年度

から新たに資源評価対象種に加えられた．そのため，本

種の資源管理単位を設定するためには系群情報を早急に

蓄積する必要がある．そこで，次世代シーケンスから得

られるスジアラの大量のSNP データを利用して，本種の

遺伝的集団構造を解析した． 
 
２．スジアラの遺伝的集団構造 
 スジアラは国内においては主として沖縄県，長崎県，

鹿児島県に生息している．そこで我々は，沖縄県（石垣 
 
 
 
 
 
 

 
市），長崎県（五島市），鹿児島県（奄美市，甑島），高知

県（土佐清水市）から天然魚を約 300 尾収集した．これ

らの個体について，次世代シーケンサーを用いた

GRAS-Di （ Genotyping by Random Amplicon 
Sequencing-Direct）法により SNP 情報を取得し，遺伝的

集団構造解析を行った． 
遺伝的分化の程度を評価したところ，石垣と奄美を含

むグループと，五島・甑島・土佐清水を含むグループと

の間で弱いながらも遺伝的分化が認められた．主成分分

析やクラスター解析においても石垣・奄美個体群と五

島・甑島・土佐清水個体群の２グループに分けられた．

以上のことから，日本国内には沖縄県石垣島周辺から鹿

児島県奄美地方周辺に生息する個体群と九州本土に近い

地域から四国地方に生息する個体群の２個体群が存在す

ることが明らかとなった．遺伝的観点から見た個体群間

の地理的境界についてはさらなる調査が必要であるが，

スジアラの資源管理は２つの広域な単位を想定して行う

べきであることが示唆された． 
 
３．おわりに 
 遺伝的集団構造に関する情報は，持続可能な漁業を実

行するための適切な管理単位を設定するために不可欠で

ある．さらに長期にわたる継続的な調査を行うとともに，

各個体の年齢，性，成熟，全長，体重などの生物学的情

報と組み合わせることで，スジアラの温暖化による生息

域や移動パターンの変化，個体群ごとの有効集団サイズ

の経時的な変化，ならびに親子関係に基づく放流効果な

どを把握できると期待される．このような情報は，資源

の適切な管理・保全方針を策定するために必須の基礎的

知見となる． 



粒子追跡モデルを用いた 

東シナ海産スジアラ卵仔魚の起源推定 
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1．はじめに 

 西太平洋から東インド洋の熱帯－亜熱帯域に棲息する

ハタ科魚類であるスジアラは，国内外を問わず高級食材

として高値で取引されている(宍道,2016).奄美海域では

この資源保護のため，過去 20 年以上にわたって，人工種

苗生産や稚魚の放流が鹿児島県水産技術開発センターな

どによって実施されている．この様な対策をより効果

的・効率的に行うためには，スジアラ卵仔魚の起源やそ

の漂流過程を知ることが非常に重要である．しかしなが

ら東シナ海においては，その推定に必要な着底までの期

間についても統一的な見解が得られていない．本研究で

は，経験水温に基づいて卵仔魚の成長過程を推定し, 着

底時期を決定する粒子追跡実験により, 東シナ海産スジ

アラ卵仔魚の起源と漂流過程を明らかにすることを目的

とした． 

 

2．使用データ・方法 

 卵仔魚の輸送過程を推定するために用いた海況データ

は，九州大学応用力学研究所で開発された Data 

assimilation Research of the East Asian Marine System 

(DR_M; Hirose et al., 2013)ある．本研究では，空間解

像度約7 kmの日平均値として提供されているデータセッ

トと，Kako et al. (2014)と同様の粒子追跡モデルを組

み合わせて，スジアラの起源を推定した． 

スジアラの産卵期は4－8月の新月の大潮期であり，卵

仔魚は表層を浮遊する(Doherty, 1994)ため，粒子追跡モ

デルはDR_Mの表層流速データを用いて駆動した．着底ま

での日数に関しては，25 日程度という報告がある

(Doherty, 1994; Williamson et al., 2016)一方で，お

およそ 40－60 日程度で着底するという結果も示されて

いる(奥山ら未発表).また，仔魚の全長が25－35mmに達

した際に着底するという報告も存在する(奥山ら未発表)．

そこで本研究では，漂流期間を30日と60日とする二つ

の数値実験を行った．これらのモデル内における仔魚の

成長過程は，奥山ら (未発表) の経験水温に基づく成長

推定式を元に計算した．両実験とも，モデル仔魚の体長

が25mmに達した場合は，漂流期間内であってもその動き

を即座に止めるように設定した．このような条件のもと，

2008－2013 年の産卵期間，全 30 ケースにおいて，双方

向の粒子追跡実験による起源推定を行った. 

 

3．結果と考察 

例として，漂流期間を60日と設定した粒子追跡実験，

全 30 ケースから得られた奄美群島産スジアラの起源を

図1に示す．奄美群島に着底するスジアラ卵仔魚の起源

の過半数は，八重山諸島以東が占め(奄美群島産が最大), 

遠距離を移動して着底する卵仔魚よりも，黒潮内側域の

高気圧性渦にトラップされるなどして産卵域周辺を漂流

し，近隣の島に着底するものが多かった. 

このモデル内において，仔魚の体長が25 mm(35 mm)に

達するのに要した日数は，おおよそ 40－50 日 (50－60

日)であり，奥山らが示した結果とよく一致した．漂流期

間が30日では，いずれのケースにおいても，仔魚の体長

は15 mmにも満たなかった.これらの結果は，東シナ海に

おけるスジアラの成長過程が, Doherty (1994)らが示し

たオーストラリアのケースとは異なることを示唆するも

のである．講演時には，スジアラ生息域の北方拡大過程

の推定結果も併せて報告する． 

図 1  全 30 ケースの双方向の粒子追跡実験から得られた奄美群

島産スジアラの起源（黒丸）． 


